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意欲ある農業の後継者を育成することを目的に、栽培技術を学ぶ「こおりやま園芸カレッジ」を

実施しています。令和３年度の入校式を開催します。 

 

１ 日  時  ４月７日(水)午前 10 時 

２ 場 所  郡山市園芸振興センター技術向上研修室（逢瀬町多田野字寒風坦 161） 

３ 入校者  ３名 

４ 出席予定者 

来賓   福島県県中農林事務所 農業振興普及部長 古川 勝弘 様  

       郡山市農業委員会 会長 新田 幾男 様 

      福島さくら農業協同組合 郡山地区本部 営農課 係長 熊田 哲郎 様 

      日本政策金融公庫 福島支店 農林水産事業 融資第二課長 藤丸 大輔 様 

  主催者  農林部長 

 

５ 研修概要 こおりやま園芸カレッジ概要のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGｓ ターゲット 2.3 「小規模食糧生産者の農業生産性および所得を倍増させる」 

新規就農者研修 

令和３年度こおりやま園芸カレッジの入校式を開

催します 
ターゲット 2．3 

令和３年４月 5 日 

郡山市農林部園芸畜産振興課

園芸振興センター 

担当：大森 あい 

TEL：957-2880 

 



 

「こおりやま園芸カレッジ」概要 

 

１ 目的 

  １年間を通じて野菜及び花きの栽培技術等の研修を行い、農業の担い手となる意欲ある

農業の後継者を育成する。 

 

２ 対象者 園芸でこおりやま広域連携中枢都市圏に就農する１８歳以上６０歳以下の方 

 

３ 定員 ３名程度 

 

(参考)修了生数 

 

 

 

 

４ 費用 受講料は無料（傷害保険、教材費、被服類等は実費負担） 

 

５ 期間 １年間（概ね１５５日間） 

 

６ 研修概要 

・野菜、花き栽培技術の習得 

①野菜・・・トマト、アスパラガス等の栽培実習 

②花き・・・トルコギキョウ、ストック等の栽培実習 

③その他・・市内先進農家視察、関係機関主催研修会 

・研修場所 郡山市園芸振興センター 

・主な講師 郡山市園芸振興センター職員 

 

７ 研修期間の支援 

・就農に向けた関係機関連携による支援を行います。(県、市、ＪＡ等) 

・当研修は、農業次世代人材投資資金（準備型）に対応しており、給付要件（就農時の年

齢が５０歳未満等）を全て満たす方は給付の対象となります。 

 

 

 

 

 

 

 

年度 H27 H28 H29 H30 R1 R2 合計 

修了生数 3 3 2 2 2 1 13 


